
「
つ
か
う
」「
つ
く
る
」「
ま
も
る
」で
森
林
資
源
の
持
続
可
能
な

活
用
を
目
指
す

協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

協
定
で
は
、
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の

促
進
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
貢
献
し
、
持
続
可
能
な
森

林
資
源
・
森
林
環
境
の
活
用
と
保
全
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
次
の
8
つ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

1
．�

企
画
・
設
計
・
施
工
に
お
い
て
木
材
利
用
促
進

に
努
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献

2
．�

令
和
9
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
１
４
︐

0
0
0
㎥
の
国
産
木
材
使
用
目
標
を
設
定

3
．�

令
和
9
年
度
に
新
築
物
件
の
70
%
程
度
の

Z
E
B
化
・
Z
E
H
化
目
標
を
設
定

4
．�

既
存
建
築
物
を
改
修
工
事
で
Z
E
B
化
す
る

「
グ
リ
ー
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Z
E
B
」の
提

案
を
推
進

5
．�

森
林
破
壊
ゼ
ロ
を
前
提
と
し
、
木
材
調
達
の

実
態
調
査
や
合
法
木
材
の
利
用
促
進
等
に
よ

り
持
続
可
能
な
木
材
活
用
を
推
進

6
．�
地
域
産
木
材
の
利
用
や
、
再
利
用
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
を
通
じ
て
木
造
・
木
質
建
築
を

推
進

7
．�

生
物
多
様
性
や
水
源
涵
養
な
ど
森
林
の
多
面

的
機
能
の
保
全
・
向
上
活
動
を
、
地
域
社
会

と
連
携
し
て
実
施

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

大
成
建
設
は
、
グ
ル
ー
プ
長
期
環
境
目
標

「TAISEI G
reen Target 2050

」
に
、

「
森
林
破
壊
ゼ
ロ
を
前
提
と
し
た
木
材
調
達

に
よ
り
森
林
資
源
・
森
林
環
境
へ
の
負
の
影

響
を
最
小
化
」お
よ
び「
保
全
と
再
生
に
取
り

組
み
、
森
林
資
源
・
森
林
環
境
へ
の
正
の
影

響
を
最
大
化
」
す
る
こ
と
で
森
林
資
源
・
森

林
環
境
の
課
題
解
決
を
目
指
す
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
森
林
の
恵
み
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
適
切
な
木
材
調
達
と
建
物
の
木

造
・
木
質
化
の
推
進
に
よ
り
持
続
可
能
な
木

材
利
用
を
進
め
る「
つ
か
う
」、
人
工
林
の
持

続
的
利
用
や
自
然
林
化
で
森
林
資
源
を
再
生

す
る「
つ
く
る
」、
森
林
の
評
価
や
保
全
活
動

に
よ
り
良
質
な
森
林
を
保
全
す
る「
ま
も
る
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
国
と
連
携
し
て
加
速
さ

せ
る
た
め
、
2
0
2
4
年
3
月
に
、
農
林

水
産
省
、
環
境
省
と
、
大
成
建
設
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
３
社
（
大
成
ユ
ー
レ
ッ
ク
、
大
成
建

設
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
佐
藤
秀
）
で
建
築
物
木
材

利
用
促
進
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

シリーズ

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
企
業
の
紹
介

大
成
建
設
株
式
会
社

8
．�

良
質
な
森
林
の
保
全
・
創
出
・
再
生
の
取
り

組
み
と
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
貢
献

す
る
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
普
及

協
定
に
基
づ
く
取
組

鉄
骨
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
建
築
物

に
は
統
一
し
て
使
用
さ
れ
る
明
確
な
定
義
が
あ

る
の
に
対
し
、
木
質
建
築
に
つ
い
て
は
そ
う
し

た
明
確
な
定
義
が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
「
木
質
材
料
を
構
造
材
や
仕
上
げ
材
と

し
て
使
用
し
た
建
築
物
」
と
い
う
表
現
だ
け
で
は

捉
え
方
や
想
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
ば
ら
つ
き
が

生
じ
、
コ
ス
ト
高
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
さ
れ
や
す

く
、
お
客
様
と
設
計
者
の
間
で
の
合
意
形
成
に
お

い
て
支
障
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
木
質
化
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ
共
有
を
図

る
べ
く
、
木
材
使
用
量
、
構
造
の
特
徴
、
環
境
保

全
へ
の
貢
献
度
な
ど
を
指
標
と
し
た
分
類
表
『
ビ

ル
モ
ク
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
』
を
独
自
に
構
築
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
木
質
建
築
に
対
す
る
認
識
の
ば

ら
つ
き
を
解
消
し
、
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期

段
階
か
ら
木
質
建
築
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
お

客
様
と
設
計
者
の
間
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
合
意
形
成

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

大成建設が取り組む「つかう」「つくる」「まもる」  
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活
用
し
た
環
境
配
慮
型
建
築
物
の
普
及
を
通
じ

て
、
脱
炭
素
社
会
・
循
環
型
社
会
・
自
然
共
生
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

協
定
制
度
へ
の
期
待

木
材
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、
流
通
、
コ
ス

ト
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
様
々
な
課
題
が

存
在
し
ま
す
。
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
目
標
を

同
じ
く
す
る
他
の
協
定
締
結
企
業
や
関
係
官
庁
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
協
定
締
結
者
の
事
例
発

表
会
や
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
協
働
の
輪
を
広
げ

て
い
く
た
め
に

も
、
本
協
定
制

度
は
大
変
有
効

だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
抱
負

木
質
建
築
の
一
段
の
進
化
を
目

指
し
、
大
型
木
造
床
組
ユ
ニ
ッ
ト

「T-W
O

O
D

R
 Truss Floor

」を

開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト

は
、
入
手
が
容
易
な
一
般
流
通
材
の

特
性
を
活
か
し
な
が
ら
長
さ
12
ⅿ
の

大
ス
パ
ン
構
造
を
実
現
す
る
な
ど
高

い
構
造
性
能
と
施
工
性
を
両
立
さ
せ

る
も
の
で
、
非
住
宅
分
野
へ
の
木

質
化
を
加
速
さ
せ
る
技
術
で
す
。

2
0
2
6
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

大
成
建
設
グ

ル
ー
プ
次
世
代

技
術
研
究
所（
埼

玉
県
幸
手
市
）の

管
理
研
究
棟
で

4
階
の
床
組
に

適
用
し
て
い
ま

す
。建

築
物
の
木

質
化
を
求
め
る

お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、

「T-W
O

O
D

R
 

Truss Floor

」

を
始
め
と
し
た

当
社
の
持
つ
木

質
建
築
の
技
術

を
積
極
的
に
提

案
し
、
木
材
を

大成建設グループ次世代技術研究所完成予想図（イメージ） 　全景、管理研究棟、管理研究棟内部

T-WOOD® Truss Floor 

当社の木質建築
技術のご紹介
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